







































図 1 降魔成道図 サーンチー第一塔東門第三横梁正面（左半分）
２
pūrṇaghaṭa or pūrṇakumbha 、 Pā. puṇ­
ṇaghaṭa）は、漢訳では満瓶、そして音写





























































































































































































図 6 満瓶の立体彫刻 ナーガールジュナ
コンダ出土（表 2-5）










paṭhaviṃ paviṭṭhe pana devadatte mahājano haṭṭhatuṭṭho dhajapatākā kadaliyo
ussāpetvā puṇṇaghaṭe ṭhapetvā, ‘lābhā vata no’ ti mahantaṃ chaṇaṃ anubhoti.





































“icchām’ ahaṃ deva kulasantakaṃ Devadahanagaraṃ gantun” ti. rājā
“sādhū” ’ti sampaṭicchitvā Kapilavatthuto yāva Devadahanagarā maggaṃ
samaṃ kāretvā kadalipuṇṇaghaṭadhajapaṭākādīhi alaṃkārāpetvā deviṃ sovaṇ­
ṇasivikāya nisīdāpetvā amaccasahassena ukkhipāpetvā mahantena parivārena
pesesi.
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３ Coomaraswamy（1956 : Fig. 23, Fig. 26）バールフットの成道図については、宮治昭
（2010 : 297–299）を参照されたい。
４ Marshall and Foucher（1940 : vol. II, Pl. 40, 3）
５ フーシェは、この壺を香水で満たされた壺としている。Marshall and Foucher（1940,
vol. II, Pl. 40, 3）
６ Knox（1992 : 163）Two standing male attendants flank the throne, each supporting a
pūrṇaghaṭa or vase with lotuses on their raised left hands.「立っている 2人の男性従者
（供養者）は玉座の両側面に位置し、各々がその掲げた左手で pūrṇaghaṭa すなわち、
蓮華入りの壺を支えている」
７ 『一切経音義』［T. 2128, No. 54, 437 b 2］、『悉曇要訣』［T. 2706, No. 84, 551 a 21］
に、徳者の相の一つとして挙げられている。（その他の徳者の相は、卍、赤蓮華、法
輪、杵など）
８ 逸見梅栄（1976）は、サンスクリット語 Badrakumbha の対応訳として賢瓶とする。
９ 永田郁（2002 : 28–29）の南インド「降魔成道」図一覧もあわせて参照。そのうち成
道図は、No.17、18、19が該当する。
１０ 例えばバールフットでは、欄楯柱や笠石の円形区画に、壺から溢れ出す蓮華の表現
が見られる。Coomaraswamy（1956 : Fig. 125, Fig. 126）
１１ 壺の底部にみられるうねりのある葉文は、カナガナハッリ大塔から出土した上段レ
リーフ石板 27/18の付け柱（左側）上部に描かれる満瓶図にも見ることが出来る。荒
牧・Dalayan・中西（2011 : 76）、Poonacha（2011 : 412, Pl. CVIA）
このうねりのある葉文は、ローマ帝政期のアカンサス唐草に由来する。永田郁










１５ その他、出土したばかりの壺の状態を Ramachandra（1953 : Pl. 23 A, 23 B, 24 A, 24
B）に確認することが出来る。
１６ その他、ナーガールジュナコンダ出土の仏塔図には、仏塔の平頭に最も近い神々が
空中で満瓶を掲げている姿が見られる。Stone（1994 : Fig. 145, 151）
１７ 肥塚・宮治（編）（2000 : 159・図版解説 23）の作品解説では、満瓶が繁栄・増殖・
吉祥の象徴であると記される。
１８ Oldenberg（1979 : 151–152）を参照。『ディーパヴァンサ（島史）』第 14章第 30詩
節にも同様の内容が記される。
１９ PW、MW の pūrṇaghaṭa での登録は無い。
２０ 『ジャイミニーヤ・ブラーフマナ』における Gavāmayana 祭については、村川晶子
（1997 : 3–12）を参照。
２１ JB 2. 404–405では、頭に満瓶を掲げた女性たちが Mārjālīya 炉を「Haimahā Hai­
mahā」という言葉を唱えながら周回し、満瓶の中の水を天界の水にしたことが詳細に
述べられる。Ranade（2019 : 1084–1087）の訳を参照。
２２ Keith（1995 : 268–270）の訳を参照。
２３ その他、仏伝文学中に記される満瓶は、誕生時の神々の祝福表現にも登場する。
『過去現在因果経』［T. 3, No. 189, 625 c 2–3］、『普曜経』巻第二「降神處胎品第四」
［T. 3, No. 186, 495 a 5–6］、『方廣大荘厳経』巻第三「誕生品第七」［T. 3, No. 187, 551
c 6–7, c 14–17］、『佛本行集経』巻第八「從園還城品第七上」［T. 3, No. 190, 691 b 13–
14］など。
２４ Lalitavistara, ch.19（Lv, 283, 4）＝『方廣大荘厳経』卷第八「詣菩提場品第十九」［T.
3, No. 187, 586 c 15］外薗幸一（2019 : 282, 593）を参照。
２５ Mahāvastu（Mvu ii, 264, 15–265, 6）、平岡聡（2010 : 7）を参照。
２６ 『佛本行集経』巻第二十六「向菩提樹品中」［T. 3, No. 190, 773 c 4］
２７ カーラ龍王の讃嘆場面に現れる満瓶の図像表現は、アマラーヴァティー大塔に二例
（Fergusson（1868 : Pl. 67）Knox（1992 : Pl. 63））、ナーガールジュナコンダに一例（肥
塚・宮治（編）（2000：挿図 130））現存する。同主題については、今後の研究課題と
したい。




『過去現在因果経』［T. 3, No. 189, 640 b 13–15］
その他、『方廣大荘厳経』卷第九「降魔品第十九」［T. 3, No. 187, 594 c 24–28］、『佛
本行集経』卷第二十九「魔怖菩薩品 下」［T. 3, No. 190, 791 a 21–26］に対応箇所が
ある。
２９ サールナートの降魔成道図については、肥塚隆（1979：挿図 80）、肥塚・宮治（編）
（2000：挿図 153）、Williams（1975 : fig. 2）の三例を参照。




「其の諸街巷、四衢の道頭に、満瓶水を置く」［T. 3, No. 190, 720 a 2–3］とあり、シッ
ダールタがカピラヴァストゥの城外へと向かう道路を、シュッドーダナ王の命令で事
前に飾り立てたことが記されている。
３２ von Hinüber（1996 : 135＝§ 296, n. 467）
１６
